
他

他

他

備　

邦
彦
議
員　

本
市
で
も
高
齢

化
率
が
上
昇
し
、
高
齢
者
の
住
居

の
問
題
が
切
実
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
市
内
で
も

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
加

し
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
心
身
の
状
態
に
応
じ

た
住
ま
い
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

は
大
切
と
思
う
が
、
ワ
ン
ル
ー
ム

マ
ン
シ
ョ
ン
に
、
高
齢
者
用
住
戸

の
設
置
を
義
務
づ
け
る
条
例
を
つ

く
る
考
え
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

ワ
ン
ル
ー
ム
マ

ン
シ
ョ
ン
は
、
居
住
者
の
支
え
合

い
活
動
の
推
進
や
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い

っ
た
点
で
大
き
な
課
題
が
あ
り
、

高
齢
者
住
戸
の
設
置
義
務
化
は
、

研
究
す
べ
き
点
が
多
い
と
考
え
る
。

　

現
在
、
区
部
で
は
、
ワ
ン
ル
ー

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
抑
制
を
目

的
に
、
高
齢
者
住
戸
設
置
義
務
づ

け
の
条
例
化
な
ど
の
動
き
が
あ
る

の
で
、
今
後
、
本
市
の
都
市
特
性

を
踏
ま
え
、
他
市
の
動
向
を
見
な

が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

の
申
し
込
み
を

小
山　

有
彦
議
員　

本
市
の
平
成

16
年
度
予
算
編
成
方
針
で
は
、
既

存
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
行

い
、
原
則
と
し
て
、
一
律
５
％
減

と
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

削
減
対
象
の
事
務
事
業
評
価
の

中
に
は
、
予
算
の
制
約
に
よ
り
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
て
い
な

い
も
の
も
あ
り
、
画
一
的
な
予
算

の
削
減
は
、
予
算
効
果
を
低
下
さ

せ
る
懸
念
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
予
算
の
削
減
と
効
率

化
を
目
指
す
手
法
と
し
て
包
括
予

算
制
度
が
あ
る
。
本
市
で
も
、
こ

の
制
度
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

財
務
部
長　

本
市
は
、
シ
ー
リ
ン

グ
方
式
︵
前
年
度
予
算
か
ら
の
定

率
削
減
方
式
︶
を
と
っ
て
い
る
が
、

生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
等
で

は
、
増
額
を
認
め
て
お
り
、
必
要

な
施
策
に
は
、
予
算
化
す
る
な
ど
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

　

現
在
、
包
括
予
算
制
度
の
メ
リ

ッ
ト
等
を
調
査
し
て
い
る
が
、
引

き
続
き
、
他
市
の
状
況
等
も
あ
わ

せ
研
究
し
て
い
き
た
い
。

田
中　

愼
一
議
員　

市
で
は
、
こ

の
４
年
間
、
様
々
な
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
私
の
認
識

で
は
、
手
を
つ
け
て
い
な
い
の
が

市
長
の
退
職
金
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

市
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
れ
て
、

大
変
な
仕
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
が
、
決
し
て
退

職
金
が
、
蓄
財
に
な
っ
て
は
い
け

な
い
と
思
う
。

　

現
在
、
退
職
金
は
、
多
摩
地
域

に
お
い
て
、
ど
の
位
置
に
あ
る
か

聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
退
職
金
の
廃
止
ま
た
は
、

見
直
し
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が

あ
る
か
聞
き
た
い
。

総
務
部
長　

市
長
の
退
職
金
の
位

置
は
、
26
市
中
、
上
位
か
ら
16
番

目
で
あ
る
。

　

市
長
退
職
金
は
、
他
市
と
比
較

し
て
も
、
高
率
、
高
額
で
は
な
い

の
で
、
廃
止
や
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
検
討
し
て

い
な
い
。

　

今
後
は
、
国
の
人
事
院
勧
告
や

他
市
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

手
塚　

歳
久
議
員　

府
中
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
﹁
ち
ゅ
う
バ
ス
﹂

は
、
初
日
か
ら
多
く
の
人
に
利
用

さ
れ
、
順
調
に
開
始
し
た
と
思
う
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
四
谷
循
環
ル

ー
ト
は
、
他
ル
ー
ト
よ
り
遅
れ
て
、

現
在
実
験
運
行
が
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

ル
ー
ト
の
、
実
験
運
行
か
ら
本
格

運
行
へ
の
移
行
の
見
通
し
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

都
市
建
設
部
長　

本
格
運
行
へ
の

移
行
は
、
実
験
運
行
を
検
証
し
、

ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

平
成
16
年
５
月
末
を
見
込
み
、
継

続
し
て
本
格
運
行
に
移
行
し
た
い
。

議
員　

府
中
四
谷
橋
付
近
の
、
大

気
汚
染
な
ど
の
環
境
調
査
の
状
況

は
ど
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

都
が
行
っ
た
調

査
に
よ
れ
ば
、
二
酸
化
炭
素
、
一

酸
化
炭
素
、
一
酸
化
硫
黄
の
全
て

の
項
目
で
、
環
境
基
準
を
下
回
っ

て
い
る
。

　

小
中
学
校
の
複
数
担
任
制
の
充
実

に
つ
い
て
●

市
民
プ
ー
ル
等
の
利
用

期
間
外
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

遠
田　

宗
雄
議
員　

榊
原
記
念
病

院
の
開
院
に
伴
い
、
市
内
の
病
院

や
医
師
会
等
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

取
組
み
も
変
化
し
て
い
く
中
、
が

ん
治
療
で
の
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
に
つ

い
て
の
認
識
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
ホ
ス
ピ
ス
の
病
院
や
在

宅
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
を

検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

重
篤
な
疾
病
等
に
よ
り
、

心
身
と
も
不
安
定
な
人
の
中
に
は
、

心
の
支
え
を
得
て
、
残
さ
れ
た
時

間
を
充
実
し
て
生
き
る
た
め
の
ホ

ス
ピ
ス
ケ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る

人
も
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
長　

都
の
保
健
医
療

計
画
で
は
、
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
を
タ

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
支
援
と
し
て
登

載
し
て
い
る
。
具
体
的
な
取
組
み

は
、
地
域
保
健
医
療
推
進
協
議
会

で
協
議
さ
れ
、
市
町
村
の
役
割
も

検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
結

果
を
み
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

﹁
映
画
﹂
を
活
用
し
府
中
市
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
●

図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
求
め
て

高
野　

律
雄
議
員　

平
成
16
年
度

は
、
期
せ
ず
し
て
、
市
制
50
周
年

と
け
や
き
並
木
が

国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
80

周
年
で
あ
る
。

　

本
市
の
宝
物
と

言
え
る
け
や
き
並

木
を
車
の
排
気
ガ

ス
か
ら
守
り
、
次

の
世
代
に
無
傷
で

伝
え
る
の
が
、
我

々
、
市
民
の
使
命

と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
市
民
が
自
発
的
に
車

を
乗
り
入
れ
な
い
よ
う
、
啓
発
す

る
意
味
も
含
め
、
市
民
朝
市
や
グ

リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
け
や
き
並
木

で
開
催
す
れ
ば
、
こ
の
並
木
の
大

切
さ
を
市
民
が
共
有
で
き
、
か
つ
、

イ
ベ
ン
ト
の
マ
ン
ネ
リ
化
も
防
げ

る
と
思
う
。
そ
し
て
、
商
店
街
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

環
境
安
全
部
長　

け
や
き
並
木
で

の
イ
ベ
ン
ト
に
伴
う
交
通
規
制
は
、

そ
の
内
容
に
も
よ
る
が
、
一
時
的

な
も
の
で
あ
れ
ば
可
能
と
、
警
察

署
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
調
整
し
て
い
き

た
い
。

村
崎　

啓
二
議
員　

平
成
17
年
３

月
に
は
、
府
中
駅
南
口
第
三
地
区

市
街
地
再
開
発
ビ
ル
が
完
成
す
る
。

　

府
中
駅
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
は
、
駅
の
通
行

の
要
と
し
て
、
一
層

大
き
な
役
割
が
期
待

さ
れ
る
。
だ
れ
に
も

や
さ
し
い
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

更
な
る
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
の
推
進
が
必
要

と
思
う
が
、
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
階
段
に
屋
根
の
な
い
箇

所
が
あ
る
が
、
設
置
す
る
考
え
が

あ
る
か
。

都
市
建
設
部
長　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観

点
か
ら
も
必
要
と
考
え
る
。

　

今
後
、
歩
行
者
の
流
れ
な
ど
を

調
査
し
、
必
要
な
箇
所
へ
の
設
置

を
検
討
し
て
い
く
。

　

屋
根
の
な
い
階
段
で
は
、
雨
天

時
、
通
勤
通
学
者
な
ど
の
利
用
者

に
大
変
不
便
を
か
け
て
い
る
の
で
、

今
後
、
構
造
等
の
調
査
を
行
い
、

屋
根
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。▲ペデストリアンデッキへ続く階段

▲四谷付近を走る「ちゅうバス」

▲府中のシンボル「けやき並木」
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府中駅ペデストリアンデッキ

　　　バリアフリー化の推進は

エレベーターや屋根の設置を

　　　　　検 討 し て い く

車両規制でイベントを

　　　　開催する考えは

実施については

　関係機関と調整していきたい

四谷循環コミュニティバス

　　本格運行への見通しは

平成16年５月末を見込み

　　本格運行へ移行したい

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　

高
齢
者
用
住
戸
の
義
務
化
は

本
市
の
都
市
特
性
を
踏
ま
え

　
　
　

研

究

し

て

い

き

た

い

包

括

予

算

制

度

の

導

入

を

　
　
　

検

討

す

る

考

え

は

引
き
続
き
他
市
の
状
況
等
を
み
て

　
　
　

研

究

し

て

い

き

た

い

市

長

の

退

職

金

　

　

　

見

直

す

考

え

は

今

後

の

人

事

院

勧

告

等

を

　

　

　

見

守

っ

て

い

く

ホ ス ピ ス ケ ア

　 　 そ の 認 識 は

残された時間を充実して

　　生きるための心の支え

けやき並木の保全


